
令和６年度　かほく市立高松小学校　学校評価計画
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 対象

自分にはよいところがある
と思いますか

なかよしアンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

学校へ行くのは楽しいです
か。
（市共通児①）

なかよしアンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

先生はほめたりはげました
りしてくれますか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

児童をほめたりはげました
りしていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

友だちの失敗も認め、思い
やりを持って接しています
か

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

支援を必要とする児童の
ニーズに対応していますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

「学びたいム」で進んで動
いたり、自分の考えを伝え
たりしていますか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

授業で「学びタイム」の設
定ができていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

自分で計画を立てて勉強し
ていますか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

児童の小さな伸びも的確に
捉えていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

「感想タイム」で発表しよ
うとしていますか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

様々な場面で「感想タイ
ム」の設定をしていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

わくわくタイムやなかよし
タイムは楽しいですか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

児童の挑戦や挑戦しようと
する思いを促していますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

自分や学級の課題を見つ
け、解消することができま
したか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

児童の主体性を大切にした
学級活動を行っていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

ア
ほめと励ましを適切に用いて学びに向かう姿を習
慣化する。さらに，規律の意味を一人一人が理解
できるよう働きかける。

生徒指導部
個々を肯定的にとらえ基本的な規律が
理解できるように努める必要がある。

児童のよさを認め、指導す
ることができていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

イ

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的
に充実し，主体的で協働的に学ぶ子の育成をめざ
し，ねらいを達成するための深め合う授業づくり
の研究，研修を組織的に推進する。

学習指導部
情報担当

情報活用能力を高め、研究の重点につ
いて共通実践に努める必要がある。

授業で一人一台端末を活用
していますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

授業はわかりやすいですか
児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

わかりやすい授業をしてい
ますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

研修等で自分の考えを表現
していますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

研修や日々の教育活動の中
で、互いに学び合う仲間に
なっていますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

ア
学校安全委員会，学校安全ボランティア，PTAと
連携し安全・安心な学校づくりをめざす。

校長・教頭
教務・各担当

社会情勢や保護者の思いを的確に感
じ、様々な考え方や相手を理解する必
要がある。

学校の先生は話しやすいで
すか

保護者アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

保護者

イ
コミュニティスクール事業等を通して家庭・地域
との連携を推進する。 CN・各担当

地域社会に関心をもち，地域について
の理解や愛着を深めることが必要であ
る。

保護者や地域と積極的にコ
ミュニケーションをとって
いますか

教職員アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

教室で集中できていますか
児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

教室の整理整頓にこころが
けていますか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

イ 防災計画の見直し 健康安全部
計画的で実効的なマニュアル等の作成
を行う必要がある。

防災訓練後の振り返りで建
設的な意見を出せましたか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

毎日朝食を食べていますか
（市共通②）

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

お子様に毎日朝食を食べさ
せていますか（市共通②）

保護者アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

保護者

ホームページ更新を行いま
したか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

学校のホームページを見た
ことがありますか

保護者アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

保護者

地域の方々から学んでよ
かったですか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

地域人材を活用した授業を
行っていますか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

学校や地域でしっかりあい
さつをしていますか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

授業等で地域に関わる活動
を行っていますか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

ア 働き方改革の推進
校長・教頭
各担当

スクラップ＆ビルドで行事の精選，会
議の効率化に努める必要がある。

これまでの取組から何か減
らすことができましたか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

イ 教職員の協力協働
校長・教頭
各担当

Ｃ4thを活用する等協力できる体制づ
くりを行い、特定の職員に負担が偏ら
ないようにする必要がある。

効率的な取組を考えること
ができましたか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

ウ
強い情熱、高い力量、総合的な人間
力を備える教師の育成

校長・教頭
各担当

安心して自分の思いや意見を言える職
員室を醸成する必要がある。

自分の思いを上司や同僚に
伝えることができましたか

教師アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

教職員

学習指導部

教職員が働きやすい学校

（
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経営目標

自分や友だちを大切にす
る子
（市重点２）組織的な特
別支援教育と新たな生徒
指導の推進
（市重点３）いじめ・不
登校への適切な対応と安
心できる居場所づくり

強い情熱を持った教師

総合的な人間力を備える
教師

（
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自ら考え、学び合う子
（市重点１）個別最適な
学びと協働的な学びの一
体的な充実

③

安全で安心できる学校

多様性を認める人間関係づくり

学習指導部
個々の伸びを意識し、肯定的にとらえ
る必要がある。

「いいところみつけ」等の肯定的な
捉え

生徒指導部
児童一人一人のよさを引き出し，より
よい人間関係を構築し，自己肯定感を
高める必要がある。

「児童理解の会」の定例化 生徒指導部

一人一人の児童を確実に把握し，更に
きめ細かな支援が必要である。
児童の困り感に寄り添う姿勢をより一
層心掛ける必要がある。

生徒指導部
特別支援教育の理解と児童のニーズに
合った対応が必要である。

自学ノートの推進 学習指導部 自ら学ぶ意欲を高める必要がる。

研究の重点について共通実践に努める
必要がある。「学びたいム」の設定

うまくいかなくてもあき
らめない子

（
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高い力量を持った教師

校長・教頭
若プロ担当

面談や若プロを通し、自分の役割を理
解し教師力を高める必要がある。

ア

イ

CN・各担当地域人材の活用

学習環境のユニバーサルデザイン化
健康安全部
学習指導部

児童の学習環境を整え、学びに向かい
やすくする必要がある。

ホームページやメール等を活用し、地
域や保護者と連携する。ホームページの充実 各担当

計画的な食育指導 健康安全部
児童の学習習慣を確立すると共に,生
活習慣を整える必要がある。

CN・各担当
地域とともに学び、地域に貢献しよう
とする心を育む必要がある

保護者・地域と連携する
学校
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③
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③

①

②

ア
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ウ

ア

地域社会に関心をもち，地域について
の理解や愛着を深めることが必要であ
る。

イ

ウ 地域への貢献

教材研究を深め，児童が「わかる・できる」と
いった達成感のある授業を構築する。

学級活動での課題解決

ア

ウ

今日的な課題や教員のニーズ，キャリアステージ
に沿った研修を管理職との対話により推進する。

学年×10分の家庭学習をし
ていますか

児童アンケートによる肯定的割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

児童

取組内容

ア

定期テストの活用

学習指導部
教材研究を深め，児童が「わかる・で
きる」といった達成感のある授業を構
築する必要がある。

特別活動部
常に課題意識を持ち、それを解決しよ
うとすることが必要である。

「感想タイム」の常態化 特別活動部
様々な活動で振り返りを行い、自分の
行動を見返す必要がある。

縦割り活動の活性化 特別活動部
他を思いやり、トライをみんなで応援

する態度が必要である。


